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次世代携帯通信網におけ

るサービスのイメージ

高速データ通信を応用した

地図や動画の配信,対戦ゲー

ムなど各種サービスが予定さ

れている｡

次世代携帯電話方式〔W-CDMA(WidebandCodeDivisionMultipteAccess)やcdma2000など〕の本格化を目前に控え,地図

や動画の配信サービス,タイムラグのない対戦ゲームなど,高速データ通信を応用した各種サービスが注目されている｡

日立製作所は,現行のCdmaOne洲(lS-95)方式の機能拡張版である1x方式や,1×EV-DO(Evo山tionDataOnly)方式の端末の開

発に取り組んでいる｡1x方式では,音声チャネルのほかにデータチャネルを設けて最大153.6kビット/Sを,1xEV-DO方式では

データチャネルだけの構成に特化して,最大2.4576Mビット/sの伝送速度をそれぞれ実現する｡

アプリケーション展開では,CdmaOne携帯電話初となる+ava`}:2)機能を搭載した"C451H”の製品化によってezpIusIこて3)サービ

スに対応し,高速データ通信対応端末の先陣を切るなど,多様化する高速データ通信応用アプリケーションに適した携帯端末

の開発に取り組んでいる｡

はじめに

携帯電話は,音声会話可】心からブラウジングなどデー

タ通信へと利用形態がシフトし,データ速度も年々高速

化してきている｡また,これに呼応して,高速データ通

信対応関連サービスも本格的な立ち上がりの兆しを見せ

ている〔〕

ここでは,高速化する携帯電話のデータ通信技術の動

向と,注臼されている次世代c'dma2000方式,高速デー

タ通信に関連したアプリケーションや近い将来実現され

る新サービス,およびJava技術をベースとした新サービ

ス"ezplus''を搭載したcdmaOneの最新機種``c451H”につ

いて述べる｡

※1)cdmaOneは,CDG(CDMA Development Group)の登

録商標である｡

※2)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米

国およびその他の剛こおける米国Sun Microsystems,

Inc.の商標または登録商標である｡

※3)ezplusは,KDDI株式会社のコンテンツサービス名称で

ある｡
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携帯端末におけるデータ通信の動向

2.1高速化のトレンド

携帯端末でのデータ通信は,高速化を要求するユーザ

ーと,周波数利用効率を重視する通信事業者の要求によ

って発展してきている｡

1990年代中ごろに登場した第2世代と呼ばれるディジ

タル方式によるセルラシステムでは,音声用の通信チャ

ネルを用いて9.6k～14.4kビット/sのデータ速度をサポ

ートした｡これが1990年代末には,インターネット綱の

速度向上の要求に合わせて64kビット/s以上のサポート

が可能な拡張が行われている｡代表的な通信方式と伝送

速度の変遷を図1に示す｡既存の設備を有効利用するた

めに従来の通信チャネルを複数使用し,CdmaOneでは

76.8kビット/sの速度を実用化している｡

2001年にはcdma2000への拡張が行われ,1Ⅹと呼ばれ

る153.6kビット/sの速度に対応が可能なサービスが導入

される｡さらに,2002年度を目標に,多重方式と変調方

式にくふうを凝らした1ⅩEV-DO(Evolution Data Only)

と呼ぶ拡張により,最大2.4576Mビット/sをサポートす

る予定である｡この二つの拡張については3章で述べる｡

一方,GSM(GlobalSystem for Mobile Communi-

cations)を採用している欧州では,通信用スロットの複

1×∈V-DOj

CdmaOne

(lS-95)

76.8kビット/S

壬)
14.4kビソト/s

GSM

115.2kビソト/s

Cdma2000

1×

153.6kビット/s

GPRS

170kビット/S

2000

2.4576Mビット/s

W-CDMA

2Mビソト/S

_呈聖コ__
西暦年

W-CDMA

HSPA

10Mビット/s

∈室)
400kビット/S

2002

注:略語説明

PDC(PersonalDigitalCe仙IarTelecommunication System)

GPRS(GeneralPacketRadioService)

W-CDMA(WidebandCodeDivisionMultipleAccess)

HSPA(High-SpeedPacketAccess)

EDGE(EnhancedDataRatestorGSMEvoIリーion)

図1通信方式と伝送速度の変遷

通信速度は数百キロビット/sクラスを経て,数メガから数十メガ

ビット/sクラスに移っていく｡
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数使用と,同一帯域幅で変調方式を多倍化する拡張によ

り,170kビット/sの対応,さらに,400kビット/sまで

を目指した高速化が検討されている｡

また,帯域幅を拡張したW-CDMA方式によるメガビッ

ト/s対応のサービスも,まず384kビット/sの運用から開

始される｡

2.2 サービスの動向

モバイルでのデータ通信サービスは1990年代中ごろに

は電子メールを中心に考えられていたが,ウェブの閲覧

利用サービスのモバイル展開により,1990年代後半では,

IP(Internet Protocol)綱に適合したパケット通信サービ

スへの要求へと高まっていった｡日立製作所は,Cdma

方式携帯電話のpacketOne馴)サービスにいち早く対応し

ている｡昨今,ウェブコンテンツは音楽や動画配信へ傾

いおり,従来の64kビット/s超の高速化が要求されて

いる｡

データ通信の高速化は,コンテンツダウンロードまた

はメール添付ファイル送受信などをスムーズにして転送

待ち時間のストレスを解消するとともに,新たなサービ

スを可能にする｡携帯電話どうしの対戦ゲームはその一

例であり,Javaアプリケーションどうしを通信回線で結

び,データを共有して実現している｡

データ通信の高速化は画像など大容量伝送もスムーズ

にし,液晶の表示色数増加や画面サイズの大型化,デコ

ード処理の高速化と相まってコンテンツ表現力を向上で

き,新たな携帯応用サービスの展開が期待できる｡

日立製作所は,Javaアプリケーションの高速実行処理

や動画配信に対応した高速デコード処理,あるいはカー

ナビゲーション利用が見込める地図データ受信と音声会

話の並列処理など,高速かつ多量なデータを効率的に処

理する携帯用アクセラレーション技術の準備を進めてい

る｡セキュリティ対応も視野に入れていることはもちろ

んのこと,モバイルコマースをにらんだ基本技術開発に

も取り組んでいる｡

Cdma2000方式の概要

cdma2000は第3世代携帯電話のIMT-2000(Inter-

nationalMobile Telecommunications2000)の一方式で

あり,現行のcdmaOne(IS-95)方式に機能を追加する形

で1Ⅹ方式を実現し,さらに拡張展開して,1ⅩEV-DO方

式を実現する予定である｡現行のcdmaOne(IS-95)方式

※4)packetOneは,KDDI株式会社のサービス名称である｡
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表1cdmaOne(lS-95)とcdma2000(1x,1xEV-DO)の諸元比較

cdma2000では,CdmaOne(lS-95)機能を拡張展開し,データ通信速度を高速化している｡

cdmaOne(lS-95)
Cdma2000

1x 1xEV-DO

方 式 DS-CDMAFDD 同左 TDM-CDMAFDD

伝送内容 書声･データ 同左 データだけ

無線周波数帯域幅 1.25MHz 同左 同左

下り同線多重チャネル数 64 256 1(時分割)

誤り訂正
音 声 畳込み 同左

テニータ 畳込み ターボ 同左

情朝レート 9.6k～64.Okビット/s 9.6k～153.6kビット/s 38.4k～2.4576Mビット/S

送信電力高速制御 上り回線 上り･下り回線 上り回線

とcdma2000(1Ⅹ,1ⅩEV-DO)の諸元比較を表1に示す｡

3.11x方式

1Ⅹ方式では,現行方式と同一無線周波数チャネル幅

1.25MHzにデータ専用チャネルを割り付けて,最大

153.6kビット/sのデータ通信速度を実現する｡また,キャ

リヤ周波数当たりの多重チャネル数を多くして回線容量

を増やし,通信トラヒックのふくそうを緩和している｡

さらに,携帯端末の消費電力を改善するために,呼出し

チャネルをくふうして待ち受け時の受信期間を短縮し,

電力消費を抑えるようにしている｡

-一方,データ通信速度の向上によって単位ビット当た

りの情報エネルギーが減少したり,多重チャネル数増加で

チャネル間･T渉電力が増加するなど,電波状態が劣化す

ることになる｡そのため,1Ⅹ方式では,強力な訂正能力

のあるターボ符号を採用することにより,不十分な電波状

態でも誤りの少ないデータ通信をサポートしている｡また,

高遠な下り送信電力制御を導入し,携帯端末のチャネル

間干渉電力を低減させて受信性能を向上させている｡

3.21xEV-DO方式

1ⅩEV-DO方式は,1Ⅹ方式と同じ1.25MHzの無線周波数

チャネル幅をデータ専用に割り当て,最大2.砿76Mビット/s

の伝送速度をサポートする高速データ通信方式である｡

基地局は,電波条件のよい移動局に優先的にデータを

配信することでスループットを最大化する｢ベストエフオ

ーッ型+を基本としている｡このため,個々の移動局に

対して拡散率や変調方式などのパラメータを動的に変更

させることや,パケット送信の優先順位をスケジューリ

ングするくふうを盛り込んでいる｡

移動局では,受信C/Ⅰ(CarriertoInterference)レベ

ルに応じて基地局から伝送してもらうデータ速度を決定

し,｢データリクエスト チャネル+と呼ぶ仕組みを介し

て基地局にデータ送信を要求する｡この要求の更新は

注:略語説明

DS(DirectSequence)

FDD(FrequencyDivisionDuplex)
TDM(TimeDivisionMultiplexjn9)

1.67msのスロット周期ごとに高速に実施され,フェージ

ングなど移動に伴う電波条件の目まぐるしい変動にも瞬

時に対応してスループットを最大化するように機能する｡

データを高速に送るくふうとしては,さらに,ハイプ

リットARQ(Automatic Requestfor Repetition)方式の

採用がある｡基地局では送信すべきデータブロックをパ

ンクチャリングした複数のサブブロックに分割し,サブ

ブロック群の一部を送信する｡そして,移動局からNAK

(否定応答)があった場合に,残りのサブブロックを順次

送信する方式である｡移動局では,最初のサブブロック

を復号できない場合,順次送信されるサブブロックを合

成して復号する｡この再送制御のため,移動局がACK

(肯定応答)/NAK情報を送信する専用のチャネルを用意

している｡回線状態が良好であれば移動局は最初のサブ

ブロックだけで復号でき,基地局は次のデータブロック

送信に移行できるので,効率がよい｡

C451Hとezp山sサービスの概要

cdmaOneの最新機種C451Hと,このC451Hの発売に

伴って新たに提供された,Javaを利用したezplusサービ

スの内容について以下に述べる｡

4.1cdmaOneC451Hの概要

cdmaOne C451Hでは,CdmaOne携帯電話初となる

Java機能を搭載し,コンテンツの高度化と,ユーザーカ

スタマイズへの対応を実現している｡また,背面に大口

径のダイナミックスビーカを搭載することにより,表現

力豊かなFM音源･16和音の豊かなメロディーを奏でる

ことができる｡さらに,背面にイルミネーションLED

(発光ダイオード)を搭載し,メロディーやコンテンツに

合わせて点灯,点滅させることができるなど,操作性と

エンタテインメント性を大幅に向上させている｡

cdmaOneC451Hの主な仕様を表2に示す｡
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表2 cdmaOneC451Hの主な仕様

CdmaOne携帯電話C451Hは業界で初めてJavaコンテンツサー
ビス"ezp山S”に対応した｡

項 目 仕 様

概略寸法 高さ130×幅45×奥行き20(mm)

質 量 約87g

連続通話時間 約190min(規定の標準試験条件時)

連続待ち受け時間 約240h(規定の標準試験条件時)

液 晶 カラーSTN,256色､120×143ドット

メモリダイヤル 500件(Eメールアドレス,備考入力可)

データフォルダ 約400kバイト

その他の機能

●+avaコンテンツサービス対応

●ATOKPockeド搭載

●｢おしゃべりモード+機能対応
●背面7色LED

●マナー対応機能

●16和音着信メロディー

注:略語説明ほか

STN(S岬ertWistedNematic)

*ATOKは.株式会社ジャストシステムの登禄商標である｡

4.2 ezplusサービスの概要

ezplusサービスは,コンテンツ提供業者が開発した

Javaアプリケーションを,KDDI株式会社の携帯インタ

ーネットサービスであるezwebサービスを通してネット上

からダウンロードして利用できるようにするものである｡

特に,(1)リアルタイムな携帯電話間のezplus通信機

能,(2)業界初のモバイルエージェント機能などの特徴

がある｡これら新機能を利用したリアルタイム対戦ゲー

重㌧≠
Vぎん之∧溝ぎを農ダ患者尊蚤嘗篭驚整海警≠∧寄?∧

ふ懲

､苛

頂滑

吋カケⅦくぜ〟､れゲwっ､濾

◎2001NAMCOLTD.,AしLRIGHTSR巨SERVED

図2 ezplusによる対戦ゲームの画面例

ezplusの通信機能を使い,臨場感あふれる効果音とバイブレー

ションで対戦ゲームが楽しめる｡
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ムや,キャラクターを使った新しい双方向コミュニケー

ションツールなどの提供が計画されている｡

ezplusによる対戦ゲームの画面例を図2に示す｡

おわりに

ここでは,高速化する携帯端末のデータ通信と,関連

アプリケーションの動向について述べた｡

2002年には,Cdma20001ⅩEV-DO方式によって最高

2.4576Mビット/sが実現する予定である｡これにより,

高速データ通信関連アプリケーションのすそ野が大きく

広がるものと考える｡

日立製作所は,今後も,多様化する高速データ通信の

アプリケーションに対応した携帯端末開発に取り組んで

いく考えである｡
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